
ゲノム編集技術を⽤いた畜産・⽔産物
の品種改良と社会実装までの道のり

低アレルゲン鶏卵の開発と社会実装について

ゲノム編集技術の基礎と⽔産業への応⽤

⽔産利⽤懇話会 令和7年度第1回講演会

（社）⽇本⽔産学会 ⽔産利⽤懇話会 事務局
E-mail: riyokonwakai_fra@fra.go.jp

⽇ 時︓令和７年７⽉７⽇ 14:30〜16:30
開催場所︓東京海洋⼤学 品川キャンパス ⽩鷹館
開催形式︓現地およびオンライン配信
対 象︓学会員、学⽣、⼀般市⺠

お問い合わせ先

⽉
参加費
無料

事前申込フォーム

令和7年
7⽉4⽇(⾦)

申込
締切

演題

講師

概要

講師

概要

演題

⽊ 下   政 ⼈   准教授
(京都⼤学 ⼤学院農学研究科)

堀 内   浩 幸    教授
(広島⼤学 ⼤学院統合⽣命科学研究科）

⼈類は⻑年、動植物の育種を⾏ってきましたが、
⽔産物では優良個体の確保が難しく、育種が進
んでいませんでした。ゲノム編集技術の発展により、

鶏卵アレルギーの主な原因は卵⽩に含まれるオボ
ムコイドというタンパク質であり、熱や酵素で変性し
にくく、加⼯⾷品にも影響を及ぼします。研究グ
ループはゲノム編集技術を⽤いてオボムコイドをノッ
クアウトした鶏卵の開発に成功し、産学官連携に
よ

「ゲノム編集技術」は、消費者の健康に貢献したり、⾷糧⽣
産を安定化させたり、持続可能な未来の⽣活を⽀える⾰新
的な⼿法です。畜産、⽔産分野におけるゲノム編集技術の
基礎と応⽤、さらに、社会実装に向けた取り組みついて、第
⼀線の先⽣⽅にご講演頂きたいと思います。
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トラフグ

マダイ

ロードアイランドレッド

鶏卵

短期間で特定の特性を持つ⿂の開発が可能となり、⽇本ではすで
に4⿂種が届出され、商業化が進⾏中です。本講演では、技術の
基礎と⽔産業への応⽤、今後の展望について紹介します。

よる安全性評価と社会実装に向けた取り組みを⾏っています。

対⾯参加 オンライン参加


